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及び海面上昇は直線的である．T = atにちかく，T = bt 2
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いている論文が，これで，Galaxy to Genome; A
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て頂ければ，多数の復元データのうち一つとしてMann et
al.１）の曲線がAR4でも引用されているのがわかります（記





























の扱い 伊藤様は7 . 3の最後で，「不都合な真実」で
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